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次 第 

１．開会 

２．報告事項 

 （１）セーフコミュニティの今後のスケジュールについて 

 （２）久留米市における交通事故発生状況について 

３．協議事項 

（１）平成３０年度取り組み実績及び平成３１年度取り組み方針（案） 

について 

（２）交通安全に関する広報啓発活動について 

４．その他 

  久留米市交通安全対策協議会スケジュール 

    ①幹事会  ６月中旬予定 

    ②総 会  ７月初旬予定 

５．閉会 
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１． 開会 

 

２． 報告事項 

（１） セーフコミュニティの今後のスケジュールについて 

（説明 ５分） 

質問・意見等なし 

（２） 久留米市における交通事故発生状況について 

（説明 １０分） 

 

資料２頁の①について、１０万人当たりの交通事故発生件数について、久留米

市の発生件数は全国の倍となっていますが、どのような理由かわかりますか。 

 

はっきりとこれが原因と言える情報は持っていませんが、久留米市においては

人口の多さが交通事故の多い要因としてあるのではないかと思われます。 

 

この理由がわかれば、これまでの子どもたちへの安全に対する意識づけにさら

にプラスすべき何かがわかるのではないかと思ったための質問です。 

 

この件について、警察として何か言えることはありませんか。 

 

交通マナーが悪いこともあるのかもしれませんが、全国や県の数値は過疎地域

を含めて出すデータのため、事故の割合は低くなりがちで、単純に比較はできま

せん。同じような規模の自治体と見比べることで久留米市の特徴が見えてきます。 

 

資料３頁②について、交通死亡事故の起こる時間帯が知りたいです。 

 

時間帯の把握はしていない。情報は警察から入手しており、時間帯を含めたデ

ータを提供してもらえないか確認します。 

 

高齢者の自転車事故が多いようだが、男性、女性ではどちらが多いのでしょう

か。また、どのようなときに事故に遭うのでしょうか。 

 

性別毎の事故件数については情報がございません。事故については歩行中、自

転車走行中に横断歩道以外の場所を渡っているときに被害に遭っています。アン

ケート結果からも身体能力の低下を感じている人が多いようですが、そのことも

影響しているようです。 
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３． 協議事項 

  （１）平成３０年度取り組み実績及び平成３１年度取り組み方針（案） 

について 

 （説明 １５分） 

質問意見等なし 

 

（２）交通安全に関する広報啓発活動について 

  （説明 ５分） 

   

 新たな啓発活動を検討していますが、委員よりアドバイスをいただけないでし

ょうか。 

（各委員発言なし） 

事務局では啓発についてどのようなことを考えていたりしますか。 

 

交通安全といっても幅広いです。その中でもセーフコミュニティでは高齢者と

自転車について注力しております。 

まず、高齢者への啓発はカルタを使うことがよいと思います。高齢者が自分た

ちで内容を考え、作成し、それを使って遊ぶ。このように、作成段階から関わっ

てもらうことが一つの手であります。 

また、自転車については、交通教室を利用します。今でも、市と警察とで各学

校での交通教室を行っていますが、地元企業が独自に取り組んでいることがあり、

そこと連携する手段があります。 

また、自転車を通学に使用する中高生へ目を向けた取り組みが必要であると思

われます。 

 

４． その他 

  久留米市交通安全対策協議会スケジュール 

    ①幹事会  ６月中旬予定 

    ②総 会  ７月初旬予定 

  （説明 ５分）   

 

５．  閉会 


